
 

 

 

物  質  名 2-ビニルピリジン ＤＢ－37 

別  名 2-エチルピリジン 
α-アミノピリジン 

CAS 番号 100-69-6 
PRTR 番号 第 1 種 256 
化審法番号 5-716 

構 造 式 
 

 

分子式 C7H7N 分子量 105.13 
沸点 159.5℃ 1) 融点 － 
蒸気圧 2.6 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 4.30 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.54 3) 水溶性 27.5 g/L（20℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 420 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 460 mg/m3 5)  
 ラット 経口 LD50 100 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 610 mg/m3 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、12.5、50、200 mg/kg/day を 28 日間（7 日/週）強制経口投与した結果、50 mg/kg/day
以上の群の雌雄で流涎、雌で尿比重低下、200 mg/kg/day 群の雄で体重増加抑制、睾丸相対重

量増加、雌で尿量増加、脾臓重量減少に有意差を認めた。また、50 mg/kg/day 以上の群の雌

雄で用量に依存した前胃扁平上皮の過形成を認め、200 mg/kg/day 群では雌雄全例で前胃の扁

平上皮過形成及び粘膜肥厚がみられた。この他、50 mg/kg/day 以上の群の前胃及び腺胃で粘

膜下の浮腫、200 mg/kg/day 群の前胃でびらん及び細胞浸潤などがみられた 6) 。この結果から、

NOEL は 12.5 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、20、60、180 mg/kg/day を 92 日間（5 日/週）強制経口投与した結果、180 mg/kg/day

群で痙攣及び流涎がみられ、60 mg/kg/day 以上の群で肝臓相対重量、20 mg/kg/day 以上の群の

雌及び 180 mg/kg/day 群の雄で腎臓、20 及び 180 mg/kg/day 群の雌で副腎、180 mg/kg/day 群の

雄で脳及び睾丸、雌で卵巣重量の有意な増加を認めた。また、60 mg/kg/day 以上の群の胃で

出血、肥厚、アカントーシスによる上皮の膨張、角化、細胞浸潤、壊死がみられた 7) 。この

結果から、LOAEL は 20 mg/kg/day（暴露状況で補正：14 mg/kg/day）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・上記のように、ラットに 200 mg/kg/day を 28 日間（7 日/週）経口投与した試験で、睾丸相対

重量増加の有意な増加、180 mg/kg/day を 92 日間（5 日/週）強制経口投与した試験で睾丸及

び卵巣重量の有意な増加がみられている 6,7) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短時間の暴露で眼、鼻、咽頭の刺激、頭痛、吐き気、神経過敏、食欲不振がみられ、全身症

状は軽度で一過性である 8) 。 
・本物質の溶液が皮膚に直接付着すると灼けるような痛みを起こし、すぐに皮膚を洗浄しても

かなり激しい皮膚の薬火傷を起こす。この薬傷は赤褐色となり、消失するのに約 1 ヵ月を要
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する。また、皮膚感作性も認められている 8) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOEL 12.5 mg/kg/day（流涎、

前胃扁平上皮の過形成）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 1.3 mg/kg/day を暫定

無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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